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放電衝撃破砕工法による鉄筋コンクリート版部材の解体に関する基礎的研究 
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１．はじめに  

 近年，非火薬解体工法の一種である放電衝撃破砕

工法が注目されている．放電衝撃破砕工法では，放

電衝撃発生装置内のコンデンサに蓄えられた高電圧

エネルギーを，特殊な液体が充填されたカートリッ

ジに，一挙に放電することにより，爆薬の爆発に近

い衝撃力を発生させてコンクリートや岩盤を破砕す

るものである．1) 本研究では，鉄筋コンクリート

（RC）建物の壁や床等の，従来，効率的な解体が難

しい薄板部材への放電衝撃破砕工法の適用性を調べ

るため，基礎的な研究として鉄筋コンクリート版部

材の放電衝撃破砕実験を行った． 

２．コンクリート版試験体の放電破砕実験 

 図-1 に本実験で用いた RC 版試験体 (断面形状，

寸法および配筋状況）の一例を示す．コンクリート

強度は，30MPa であり，鉄筋には直径 10mm の異形

鉄筋（SD345）を使用した．表-1 に試験体の版厚，

鉄筋比およびカートリッジ容量をパラメータとする

本実験ケースの一覧を示す．本実験では，版厚 150mm

（鉄筋比：0，0.32，0.64%）および版厚 300mm（鉄

筋比：0，0.16，0.32%）を有する計 6 種類の試験体

を作製した．放電カートリッジには，2cc，6.5cc の 2

種類を使用した．試験体には，複数カートリッジ(群)

の効果による効率的な破砕を期待して，図-1 に示す

ように装填間隔 300mm の正方形型に，カートリッジ

を 9 本設置して破砕させた．なお，放電衝撃破砕に

よって十分な破砕が得られない（コンクリートと鉄

筋が完全に分離できない）場合には，それに引き続

いて，ブレーカー(図-2 (a))により，図-2 (b)に示すよ

うにコンクリートと鉄筋を完全に分離できるまで破

砕を行い，それに要する時間を計測した．また，

T150-P0.64 試験体については，放電衝撃破砕をせず

に，ブレーカーのみでの解体を行い，放電破砕を適

用した試験体と比較し，その効率性について検討し

ている． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 ブレーカーによる解体 
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図-1 コンクリート版試験体（鉄筋比 0.32%） 

 
表-1 破砕実験ケース一覧 

試験体名 版厚
T(mm) 

鉄筋比
P(%) 

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ
C(cc) 備 考 

T150-P0-C2 150 0 2 － 

T150-P0.32-C2 150 0.32 2 － 

T150-P0.64-C2 150 0.64 2 － 

T150-P0.64 150 0.64 － ﾌﾞﾚｰｶｰ

のみ 
T150-P0.32-C6.5 150 0.32 6.5 － 

T300-P0-C2 300 0 2 － 

T300-P0.16-C2 300 0.16 2 － 

T300-P0.32-C6.5 300 0.32 6.5 － 

 

 
(a) ブレーカー 

 
(b) 分別解体 
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３．実験結果および考察 

表-2 に放電破砕実験で得られた試験体の破壊状

況を示す．無筋の T150-P0-C2 および T300-P0-C2

試験体では，コンクリートが細かなブロックに分離

した．RC 版試験体では，鉄筋比の増加に伴い，損

傷範囲が局所的かつ軽微になり，コンクリートと鉄

筋を完全に分離できるまでには到っていないこと

がわかる．したがって，すべての RC 版試験体で放

電破砕に引き続いてブレーカーによる破砕を行っ

た．図-3 に放電破砕の有無がブレーカーによる解

体所要時間に及ぼす影響を示す．本研究の中で配筋

量が最も多い T150-P0.64 試験体でも，放電破砕を

行うことにより，ブレーカー解体時間を 40%低減

できることがわかる．このことから，放電衝撃破砕

工法を一次破砕，ブレーカー工法を二次破砕とする

ことで効率よく RC 版を解体できると考える．また，

図-4 に示すように T150 試験体では，鉄筋比が 2

倍に増加すると，解体の所要時間も約 2 倍になる．

一方，図-5 に示すように，カートリッジ容量を増

加させても，T150-P0.32 試験体では，解体時間にほ

とんど違いは見られない．したがって，放電破砕を

用いてコンクリート版を効率的に破砕していくた

めには，版厚に応じて適切なカートリッジ容量を選

択する必要があると考えられる． 

４．まとめ 

(1)  放電衝撃破砕による RC 版の損傷程度は鉄

筋比に大きく依存する．また，放電衝撃破砕

工法のみで RC 版を鉄筋とコンクリートに完

全に分離するまで解体することは困難である．

しかしながら，放電衝撃破砕工法を一次破砕

とし，ブレーカー工法を二次破砕とする併用

方法とすることで，RC 版の解体を効率よく行

える． 

(2)  放電衝撃破砕工法によりコンクリート版試

験体を解体する場合，その版厚に応じて，適

切な容量のカートリッジを使用する必要があ

る． 
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表-2 放電衝撃破砕形状の比較 

  
T150-P0-C2 T150-P0.32-C2 

  
T150-P0.64-C2 T150-P0.32-C6.5 

  
T300-P0-C2 T300-P0.16-C2 

 

－ 

T300-P0.32-C6.5 － 
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図-3 放電破砕の有無による解体所要時間の比較 
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図-4 鉄筋比と解体所要時間の比較 
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図-5 ｶｰﾄﾘｯｼﾞと版厚による解体所要時間の比較 




